
 

社会科において、思考を働かせながら学びをつなぎ、 

自分の考えを表現できる生徒の育成 
－振り返りをつなげるシート（MTF シート）や考えの根拠を明確にする 

クラウド型ソフトウェア内のフォルダ（KK 資料館）の活用－ 

前橋市立第七中学校 岡田 好美 

 

Ⅰ 主題設定の理由  

 

 中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説社会編には、「単元など内容や時間のまとま

りを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、生徒の主体的・対話的で深い学

びの実現を図るようにすること」が示されている。生徒が主体的・対話的で深い学びを実

現するためには、学習したことを振り返り、自身の学びや変容を自覚できる場面を設定す

ること、対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする場面を設定することが必要

である。自身の学びや変容を自覚するためには、単元全体を貫く学習問題を設定し、生徒

自身が学習問題を意識しながら、単位時間ごとに学んだことをつなげていくことが重要で

あると考える。また、自分の考えを広げたり深めたりするために、単位時間ごとの課題解

決に向けて、根拠を明確にしながら自分の考えを表現したり、全体で共有したりする場面

を設定する必要があると考える。 

本校の生徒の実態を見てみると、根拠を明確にし、そこから読み取れる事実に自分なり

の解釈を加えて、考えを表現することを苦手とする生徒が多い。また、単位時間ごとに振

り返ることはできても、単元を通して学習問題を意識して振り返ることが難しい生徒も多

くいた。 

以上のことから、学びをつなぎ、それらを根拠に自分の考えを表現できるようにするた

めに、本研究では、以下の２点に取り組む。一つ目は、振り返りをつなげるシート（ＭＴ

Ｆシート）を活用して、生徒が捉えた社会的事象についてのつながりを意識しながら考え

を整理すること。もう一つは、自分の考えの根拠を明確にするための資料やキーワードを

クラウド型ソフトウェア（以下、オクリンク）上で保存しておく「ＫＫ資料館」を用意し、

その中にある資料を活用することで、生徒が根拠を見付けるために必要な情報を取捨選択

し、自分の考えを構築できるようにすること。 

以上二つの手立てを講じることで、思考を働かせながら学びをつなぎ、自分の考えを表

現できる生徒の育成を目指したいと考え、本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

思考を働かせながら学びをつなぎ、自分の考えを表現できる生徒を育成するために、振

り返りをつなげる「ＭＴＦシート」の活用と、自分の考えの根拠を明確にするための「Ｋ

Ｋ資料館」の作成と活用の有効性について、授業実践を通して明らかにする。 

 

Ⅲ 研究の見通し 



 

研究主題に迫るため、具体的な手立てとして以下の二つを挙げる。 

【手立て１】振り返りをつなげる「ＭＴＦシート」の活用 

【手立て２】自分の考えの根拠を明確にするための「ＫＫ資料館」の作成と活用 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

本研究は、中学校３学年（34 名）の社会科において、「第３章１節現代の民主政治」にお

いて、授業実践を行った。社会科では、大単元と小単元に分け、探究問題を追究していく。

本研究では、小単元における学習問題に対する課題解決に焦点を当てる。 

１ 手立て１【振り返りをつなげる「ＭＴＦシート」の活用】 

本研究における振り返りは、学習問題を常

に意識しながら行う。「ＭＴＦシート」とは、

毎時間学習問題を意識し、学んだ知識をつな

げながら学習問題を解決するために、「単位

時間ごとの振り返り」(図１①～⑥)、「単元

全体のまとめ」（図１⑦）といった二つの場

面を支援するシートである。 

(1)  「単位時間ごとの振り返り」での活用 

単位時間ごとに「ＭＴＦシート」を活用し

て振り返りを行った。 

「ＭＴＦシート」で、つながりを明確に捉

えられるようにするため、振り返りの内容で

学習問題の解決に関わる文章に線を引き矢

印を書き込むことで、学習問題に対する記述

を焦点化させた。振り返りは以下の手順で行

った。①学習問題を意識し、前時の振り返り

の線を確認する（図２下線部 ）。②本時の

振り返りを行う。③学習問題を再度意識し、

本時の振り返りに線を引く（図２下線部

）。④前時とのつながりに矢印を書く。 

生徒が振り返りの欄外右側に書いた矢印

は、学習問題の解決に関わる文章を、単位時

間ごとにつなげたものである。教師が、学び

のつながりを常に意識できるように上記の

手順に沿って支援した結果、生徒 A に次の

ような記述が見られた(図２)。生徒 A は、４時間目で、政治が国民の意見を反映させるも

のであることに気付き（下線部 ）、さらに５時間目では、若者の投票率を上げるためには、

政治の知識を身に付け、関心をもって過ごす必要性があること（下線部 ）、また、政治に

関心をもつことが、政治参加を活発にさせる要因であること（下線部 ）を述べている。こ

図１ 振り返りをつなげる「ＭＴＦシート」 

図２ ４時間目（上段）と５時間目（下段）
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の記述から、生徒 A は、「国民の意見が政治に反映される」ということから、本時の「自

らの意見が反映される経験をしていくと政治参加が活発に

なる」という考えに至ったことが分かる。 

(2) 「単元全体のまとめ」での活用 

単位時間ごとの振り返りを生かして単元のまとめを行う

際に、「ＭＴＦシート」を活用した。 

生徒 B は、５時間目には「世論を知るためにマスメディ

アはとても重要であり、政党の活動もマスメディアを通し

て知ることができる」と述べ、６時間目では、「選挙の課題

と自分たち一人一人が政治に関心をもち、投票によって政

治に関わることが重要」と記述した（P.97 資料１参照）。５

時間目の「政党の活動はマスメディアを通して知ること」、

６時間目の「投票によって政治に関わることが重要」という

考えから、最終的に「選挙は一人一人の政治参加に重要な役

割を果たす（省略）国民一人一人の意見が反映された民主政

治で、政治に参加することが重要だと思う。」とまとめるこ

とができた（図３）。 

２ 手立て２【自分の考えの根拠を明確にするための「ＫＫ

資料館」の作成と活用】 

本時の課題解決に迫る追究場面で、生徒が必要とする資料やキ

ーワードを活用できるように、教師が事前に「ＫＫ資料館」を作

成した。「ＫＫ資料館」では、生徒が様々な立場での見方・考え方

を働かせることができるような資料や、まとめや振り返りで使わ

せたいキーワードを精選すること

に重点を置いた。「ＫＫ資料館」は、

自力解決の場面と自分の考えを再

構築する場面で活用した。 

(1) 自力解決の場面での活用 

生徒Ⅽは「私たちは政治にどの

ように関わればよいのか」という

課題に対して、資料から根拠を明

らかにして、自分の考えを表現す

ることができた（図５）。「ＫＫ資料 

館」を活用したことで、生徒 C は日本とスウェーデンの投票率のグラフから日本の若者の

投票率が低いことを読み取り（図５下線部①）、文章からスウェーデンの投票率が高いこ

との理由を自分なりに解釈し、考えを構築することができた（図５下線部②）。 

(2) 自分の考えを再構築する場面での活用 

考えの再構築場面において、「ＫＫ資料館」を活用するための支援を二つ行った。一つ目

は、自分の考えと似た根拠や違う根拠を選んでいる生徒を見付けやすくする支援である。

自分の考えをオクリンクで送る際に、根拠となる資料を 1 枚目にすることで、共有画面に

図３ 生徒Ｂの単元のまとめ 

 

図４ 「ＫＫ資料館」を

活用する様子 

図５ 自力解決の場面での生徒Ｃの考え 

 



 

おいて自分と同じ根拠を基に考えを構築している生徒を見付けたり、自分と異なる根拠を

基にしている生徒の考えを見付けやすくしたりした（図６）。二つ目は、相手の考えを生か

して、自分の考えに赤で書き足すことで、考え

を再構築できるようにする支援である。生徒

C は、投票率を上げる方策について、政治参

加に目を向けて意見を考えていた。そこで、よ

り具体的な考えをもてるように、他の根拠を

使って説明している生徒に着目するよう助言

したところ、生徒 C は「こども国会」の資料

を根拠として政治参加の方法を具体的に理解

し、考えを再構築することができた（図７）。 

３ 結果と考察（手立て１・手立て２） 

アンケート結果から、ほとんどの生徒がＭ

ＴＦシートを使うことで、各単位時間で学ん

だことのつながりが分かりやすくなったと感

じていることが分かる。また、「ＫＫ資料館」

があることによって、根拠を明確に自分の考

えをまとめることができるようになったか」

という質問に対して、全員がキーワードや限られた資料

の中で考えをまとめられるので、書きやすかったと答え

た（図８）。 

手立て１の「ＭＴＦシート」を使って、単位時間ごと

の学びのつながりを捉えられるようにしたことで、学習

問題を常に意識しながら単元のまとめに取り組む生徒

の姿が見られた。また、手立て２の「ＫＫ資料館」を活

用して自分の考えを表現し、友達の考えを参考に自分の

考えを再構築したことで、自分の考えを深めることがで

きるようになった。 

 

Ⅴ 実践のまとめ 

 

１ 研究の成果 

手立て２において、根拠を基に自分の考えを明確にもてるようにしたことで、生徒は手

立て１において、学習問題を常に意識しながら毎時間の振り返りを行うようになった。そ

して、単位時間ごとの振り返りを生かして単元のまとめを書くように支援したことが、思

考を働かせながら学びをつなぎ自分の考えを表現できる生徒の育成につながったと考え

る。 

２ 今後の課題 

 単位時間ごとの振り返りの内容が、学習問題の解決に対する記述に留まってしまうこと

があった。振り返りを行う際には、学習内容を自分事として捉えるための支援を行いたい。 

図７ 自分の考えを再構築する場面での生徒

Ｃの考え 

図８ 生徒のアンケート結果 

図６ 全体で共有した際の一面 



 

【資料１】ＫＫ資料館 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの視点での政治参加について

気付かせる資料 
子どもの頃から政治参加への 
意識が高い国に気付かせる資料 

小学生の陳情や努力が、地方の政治を

変えたことに気付かせる資料 

引用・参考文献 
国立教育政策研究所教育課程研究センター（2020）.「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【中学校 社会】 
文部科学省 （2018）. 中学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 社会編  
「こども国会」開催、参加者募集開始のお知らせ 日本若者協議会(youthconference.jp)・若者の政治参加をすすめるには??公
明新聞・高校生の模擬議会・高齢者福祉のしおり 前橋市ホームページ(city.maebashi.gunma.jp)・性別に関係なく制服選択

可能に!!東京・中野区立中 小 6 アンケ―ト 毎日新聞 

地域の高校生が政治に参加していることに

気付かせる資料 

前橋市市議会議員の平均年齢から、自分

の地域には高齢者に対する政策が多いこ

とに気付かせる資料 



 

【資料２】ＭＴＦシート（生徒 B の記述より） 


